














公立高校 私立高校 ?? 計順位 訪　問　国 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数
1 韓　　　　　国 131 19，580 88 19，684 219 39，264
2 中　　　　　国 61 16，193 51 11，266 112 27，459
3 アメリカ合衆国 6 639 93 18，316 99 18，955
4 オーストラリア 6 1，574 56 12，665 62 14，239
5 シンガポール 11 2，081 33 5，817 44 7，898
6 カ　　ナ　　ダ 0 0 27 5，241 27 5，241
7 ニュージーランド 4 1，727 22 3，120 26 4，847
8 イ　ギ　リ　ス 0 0 21 2，889 21 2，889
9 フ　ラ　ン　ス 1 80 17 2，597 18 2，677
10 台　　　　湾 3 323 14 2，318 17 2，641
以下、マレーシア・イタリア・タイの順に、24位のスイスまで続く。












































3年1組 3年2組 計　　　％修旅HS 修旅のみ 修旅HS 修旅のみ
男子
女子
?? ? ?? ? 24　　　32．4
50　　67。6
























男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅H　S修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 0 0 2 1 1 0 3 2 9i2．0
B 0 1 4 2 2 2 4 4 　”1…19i4．3
C 3 3 19 3 5 1 13 4 51i11，4
D 6 1 13 2 4 2 12 5 45i10．1一÷一E 2 0 7 1 1 2 11 2 26i5．8
F 1 2 1 1 3 1 7 2 18i4．0
G 3 3 2 0 1 1 6 2 18i4，0
H 0 0 2 2 1 0 0 0 5’1’”1．1
1 6 2 18 1 6 3 16 4 56i12．5’1…J 0 1 4 0 4 0 6 2 17i3．8
K 2 0 1 0 1 1 3 1 g　i2．0
L 0 O 0 0 0 0 0 0 o　i　O．0
M 1 1 13 2 0 0 14 3 34”1”冒7．6
N 0 0 1 0 1 0 0 0 ゑーす”o．4
O 3 2 12 1 6 4 16 4 4菖曽1”10．7
P 2 1 12 0 5 2 8 2 3巨†”7．2
Q 3 3 14 1 3 1 13 2 4蚕il”8．9
R 0 1 4 0 3 1 4 2 15T”3．4
S 0 0 0路面電車 0 0路面電車 0 310．7
福岡空港





































計　　％男　子 女　子 男　子 女　子







































計　　％男　子 女　子 男　子 女　子














































男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 7 1 18 3 7 3 17 2 58i20．5
B 1 2 6 0 3 0 7 0 1gi6．7
C 3 1 7 1 4 0 8 3 27i9．5
D 3 1 2 0 0 2 6 1 15i5．3
E 0 1 3 2 2 0 5 3 16i5．7
F 4 1 10 1 6 1 12 3 38i13．4
G 6 1 9 2 2 2 11 3 36i12．7
H 0 1 9 0 3 1 2 2 18i6．4
1 0 1 6 2 3 1 2 1 16i5．7
」 0 0 0 0 1 1 1 3 6i2，1
K 0 0 0 0 1 0 1 0 2i　O．7
L 3 2 7 3 3 1 9 4 32i　IL3
M 0 0 0 0 0 0 0 0 o　i　O．0
N 0 0 0 0 0 0 0 0 0’1’早甲0．0





































計i％男　子 女　子 男　子 女　子






























































男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 0 0 14 1 1 1 10 1 28i19．6
B 5 6 11 3 4 3 15 5 52i36。4
C 5 5 9 2 4 4 2 3 34i23．8
D 2 2 9 1 0 1 5 1 21i14．7
E 0 0 0 0 0 0 0 0 6’1’”o，o
”十”F 0 0 0 1 0 0 0 0 1i　O．7
G 0 0 1 1 3 0 2 0 ”i…7：4．9





































男 子 女 子 男 子 女 子 計　　％
修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ 修旅HS修旅のみ
A 1 1 0 0 2 0 0 0 412．8
B 4 3 20 1 6 3 20 5 62i43．7
C 4 1 13 2 1 1 6 4 32i22．5
D 2 0 1 0 1 0 4 2 16－1”一7．0一｛一一E 1 0 1 0 1 2 2 1 8i5．6
F 0 0 0 0 0 0 1 0 1i　O．7
G 2 1 0 0 0 0 1 0 412．8
H 1 0 7 1 1 1 7 0 1萌2．7
1 0 0九州旅行 ガイド噺2 0 0 0 0 3i2．1
経験あり





























計　　％男　子 女　子 男　子 女　子
































































男　子 女　子 男　子 女　子 計　i％
A 0 0 0 2 2　i　3．5
B 2 7 2 6 17i29．3C 6 11 5 9 31　i53．4D 0 4 1 3 8　i13．8








































3年1組 3年2組 計　i％男　子 女　子 男　子 女　子
A 4 6 3 3 16　i27．6
B 1 3 0 1 5　i　8．6
C 0 0 2 0 2　i　3．4
D 3 13 3 16 35　i60．3









































3年1組 3年2組 計　i％男　子 女　子 男　子 女　子
A 2 7 2 7 18　i31．0
B 1 0 2 0 3　i　5．2
C 5 15 4 13 37　i63．8
D 0 0 0 0 o　i　O．0
計 8 22 8 20 58　i100．0
　前問と関連した内容であるが、結果は第13表のように、回答Cが約6割と
なり、前問の回答Dとほぼ同じ比率となった。アンケート用紙を個々にみる
と、QIOでDと回答した生徒は、その整合性を意識してか、本問ではほと
んどCに回答している。またこのアンケートは無記名で実施したが、さすが
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に回答Dは、常識を問われるのではと感じたのか皆無であった。回答Bにつ
いては、国際化あるいは国際交流などの言葉のみが一人歩きして、自国の文
化について十分な知識もないまま海外に出かけている状況を批判した内容と
なっているが、中学生にはその意図が十分に伝わらなかったようである。
　回答Cの比率が高かったことは、前述の整合性云々を考慮しなければ、中
学生の若い世代が旅行先として、外国・国内の双方にその意義を見出してい
る点で頼もしい結果と考えられる。ともすると国内旅行を軽視し、外国での
み異文化を体験できるものと錯覚している現状を正す上からも、特に中学生
の段階では、国内の主要観光地、とりわけ人の手によって作り上げられた都
市や建造物を見学することは、その後の外国旅行に際し、自国の文化と比較
する上で必要条件と言える。中学生の時代に、幸いにして外国と遠距離の国
内双方を、日数を置かずに旅行できる体験をした本問の回答者が、外国一辺
倒に陥ることなく、国内旅行にも関心を示しているのは、旅行に対する考え
方として非常に望ましい姿なのである。
1”旅行における距離感
　修学旅行と語学研修に関するアンケート調査の結果は、以上の通りである
が、ここで距離感と旅のイメージを再考してみたい。九州の修学旅行におい
ては、飛行時間わずか1時間30分の国内旅行であったことにより、飛行機の
行程が、単なる移動の時間として認識されていた。また羽田空港までのバス
も同様に、移動の空間であった。したがって修学旅行の出発点は福岡空港で
あり、終着点は長崎空港で、九州内のみが行程として認識されており、1，000
km以上移動したにもかかわらず、その距離感をあまり感じていない結果と
なった。しかし関東地方との景観や生活環境の差異には感動を受けており、
短時間のうちに異文化体験できたことで、その感激はより増大されている。
これは飛行機の利用があったればこその結果ではある。ただ歴史的背景を伴っ
た文化の変遷や、景観の移り変わりには地域的な継続性があり、特に景観に
ついては、目的地までの主要都市やその都市圏を通過し、地形や植生の変化
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を確認しながら、ある程度時間をかけて移動することで、その変容の過程を
理解できる。カルチャーショックは小さいかもしれないが、目的地までの行
程で時間をかけることにより、異なる文化圏へ至るまでの地域的差異を確認
できるのである。
　語学研修に関しては、外国への旅行という意識が強く心を支配し、九州の
場合と異なり、旅行の重要な部分として認識されていた9時間の飛行時間も
関係して、長距離の移動が旅の感動をより大きくしている。また日本との時
差が1時間で、時差ボケをほとんど感じず、9時間の飛行時間を日常生活の
9時間と同じ時間経過で捕えられたことが、距離感の確認に影響したようで
ある。そして、日本から手軽に行ける東南アジア諸国の場合でも、時差が2
時間以内であるから、同様の感覚を得られ、普段の時間の概念で距離感を把
握できることを意味している。外国という未知なる場所への訪問という期待
感が、旅の印象をより鮮烈にすることは言うまでないが、いくら飛行機利用
で時間を短縮できるとは言っても、3，000km以上を移動するという事実が、
とりわけ旅行前に地図上で確認されていれば、より訪問地のイメージが膨ら
むことは間違いないと言える。今回のオーストラリア語学研修において、成
田～シドニー間7，800kmの移動は、現地での思い出をより強烈に心に焼き付
けるために、必要不可欠な要素であったのである。
IVおわりに
　本稿では、修学旅行と語学研修から旅行一般にまで、「距離感」をキーワー
ドにして論を進めてきたが、最後に改めて中学・高校生の旅行について言及
したい。冒頭述べたように、現行の修学旅行は、教育課程の改訂や学校週5
日制の問題に関連した学校行事の見直しの中で、その実施期間が短縮される
方向にある。したがって国内においても遠隔地で実施する場合には、飛行機
を利用せざるをえない状況が出現している。また私立校においては、生徒募
集の観点から海外への修学旅行、あるいは授業を補う意味で、語学研修を兼
ねた海外旅行が増加している。しかしいずれの場合も、友人との語らいの場
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としての飛行機の移動にはそれなりの意味を見出せるが、訪問地までの通過
地域をも学習対象とした旅行は不可能になってしまったと言える。景観の地
域性や日本国土の都市圏の連携性を重視する地理学の立場からすると、これ
は誠に由々しき事態と言わざるをえない。一般に暗記科目と呼ばれている中
学校や高校の「地理」のイメージを払拭するためには、地域性の差異に気付
かせることが最も効果的なのである。従来の行程の修学旅行であれば、ある
程度指導のできたことも、飛行機利用によって困難になってしまった。今一
度修学旅行の原点に立ち戻り、時問をかけて地域の移り変わりを学ばせたい
ものである。
　修学旅行では日程的な問題のほかに、費用の点も避けて通れない問題であ
る。往路と復路で異なる交通機関を利用すると割高になってしまい、保護者
への負担が増大してしまう。この問題が解決できれば、今回の九州修学旅行
に際して、往路で新幹線を利用することにより、前述の地域性の差異を学ば
せることが可能となろう。飛行機利用と比べて、足利～福岡（博多）間で2
時間弱の時間差であるから、一考に値すると思う。そして往路で九州までの
距離感を確認し、復路で飛行機を利用することで、時間短縮の上で飛行機の
果たす役割を再認識できるのである。
　「遠くまで行くのは大変なこと」という当たり前のことを、飛行機利用で
体験できなくなったのは、悲しむべきことである。中・高校生を含め、若い
うちに時間をかけ苦労して長距離を旅行することは、その後の人生において
何らかのプラスとなるのは問違いないのである。
　今回のアンケート調査にあたり、白鴎大学足利中学校校長の阿左美正俊先
生、同教頭の阿部英之先生、同教務主任の堀口智津子先生、同3学年担任の
新井重利先生・橋本久子先生、同3学年の74名の生徒の皆様から、多大なる
御協力を頂きました。ここに記して、心より御礼申し上げます。
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注
1）週39時間の授業を行っており、特に国語・数学・英語の授業時間数が多
　い0
2〉出発地から在来線利用の臨時電車で上野まで行き、山手線に乗換え、東
　京から京都まで新幹線を利用している。
3）国内最長路線は、札幌（新千歳）～沖縄（那覇）間の約2，200km、飛行
　時間3時間35分である。
4）実際の航空路は、航空管制上定められた定点を通過するので、2点問の
　最短コースではない。
5）一般には海外での体験を指すが、国内であっても文化圏が異なれば、使
用して差支えないと考える。
6）調査対象の生徒の居住地は、地元足利の他、群馬県の太田・桐生・館林
　などに集中しており、これらの都市では、以前東武鉄道によるバス路線網
　が整備されていたが、平成3年以降、経営不振で撤退してしまった。
7）小学校や中学校において、地名に関する学習が不十分である点について
　は、拙稿（1998，「地名に関する知識の欠如について」白鴎女子短大論集
第22巻第1号）を参照のこと。
8）昭文社発行の『マップルマガジン』も『るるぶ』と同様に、県別に毎年
発行されており、観光スポットについては詳述してあり、旅行雑誌の定番
　として評価が高い。
9）日本の国土の面積は、アメリカ合衆国・ロシア・中国・オーストラリア
などの国々の国土がいかに広いかを認識させるために、比較されることが
多い。しかし生徒には、これらの国が広いことよりも、日本が狭いとの印
象を植え付けてしまう結果となっている。
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